
令和４年度全国学力・学習状況調査の結果および考察 

 

大阪狭山市立西小学校 

 

１．本年度の全国学力・学習調査結果の学力の概要について 

 

・対全国比の平均正答率は、全教科（国語・算数・理科）おおむね良好な結果でした。無解

答率も全般的に低く、最後まで粘り強く問題に取り組もうとする姿勢が見られました。 

 

・全教科、記述式問題の正答率において良好な結果でした。 

 

・国語では、「書くこと」、「読むこと」に関する設問において、良好な結果でした。「話すこ 

と・聞くこと」には課題が見られました。 

 

・算数では、「数と計算」、「図形」、「変化と関係」、「データの活用」のすべての領域におい 

て、良好な結果でした。 

 

・理科では、「粒子」を柱とする領域において、良好な結果でした。特に「地球」を柱とす

る領域には課題が見られました。 

 

 

２．各教科における成果と課題について 

 

 成 果 課 題 

国
語 

・「書くこと」に関する設問では、文章

に対する感想や意見を伝え合い、その

文章のよさを見つけることにおいて

良好な結果でした。授業の中で、文章

構成を考えながら、整った文章を書く

活動を取り入れてきた成果が表れて

います。 

 

・言葉には、相手とのつながりをつくる

働きがあることを理解することがで

きています。授業の中では、相手の意

見のよさを認めながら、話し合いを進

めていくことの良さを指導してきた

成果が表れています。 

・話し言葉と書き言葉との違いを理解す

る問題に、課題が見られました。書き

言葉だけでは言葉の意味が伝わりに

くい場合、相手に丁寧に話して説明す

ることの指導を充実させていきます。 

 

・「話すこと・聞くこと」では、話し合

いの中で相手が伝えたいことや、自分

が聞きたいことの中心を捉えること

に課題が見られました。どの教科にお

いても、話し合い活動の充実を進めて

いきます。 

 



算
数 

・「数と計算」において、目的に合った

数の処理の仕方を考察することにお

いて、おおむね良好な結果でした。学

習したことを具体的な場面に適用し、

数量を適切に処理することの指導を

継続してきた成果が表れています。 

 

・図形の意味や性質を基に、コンピュー

ターを用いて作図したり、示されたプ

ログラムからどのような図形ができ

るかを判断したりすることにおいて

良好な結果でした。図形について、構

成要素に着目しながら考察し理解を

することや、プログラミング学習を進

めてきた成果が表れています。 

・示された場面を解釈し、除法で求める

ことができる理由を記述する問題に

課題が見られました。演算の意味を理

解するとともに、演算決定する際の自

分なりの根拠を記述する指導の充実

を図ります。 

 

・数量が変わっても割合は変わらないこ

とを理解する問題に課題が見られま

した。二つの数量と割合の関係を図や

式を用いながら、考えを交流する場の

充実を図ることで、確かな意味理解に

つながるよう取り組んでいきます。 

 

理
科 

・自然の事物・現象から得た情報を、他

者の気付きの視点から分析や解釈を

行い、自分の考えた内容を記述するこ

とにおいて、おおむね良好な結果でし

た。観察や実験結果について話し合

い、新たな問題を見いだしていく指導

を継続してきた成果が表れています。 

 

・実験で得た結果を、問題の視点から分

析や解釈を行い、自分の考えをもち、

その内容を記述することにおいて、お

おむね良好な結果でした。実験結果の

分析や解釈をまとめる際、その根拠を

言葉や図で記述する指導を継続して

きた成果が表れています。 

・自分で行った観察で収集した情報と追

加された情報を基に、問題に対するま

とめを検討して改善し、自分の考えた

内容を記述することに課題が見られ

ました。予想したことを確かめるため

の方法が妥当かどうかを検討し、その

内容を記述する取り組みを進めてい

きます。 

 

・日光は直進することや、水は水蒸気に

なって空気中に含まれていることに

ついての理解に課題が見られました。

今後よりいっそう、児童が主体的に問

題を解決する学びの過程を重視し、生

きて働く知識を習得できるよう指導

の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．児童質問紙調査の結果の概要について（肯定的評価の割合） 

<取組みの成果があらわれている、または特徴的であると思われる事項について> 
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失敗をおそれず挑戦することは、子ど

もたちの成長においてとても大切なこと

です。 

今後も子どもたちが挑戦できる機会を

様々に設け、教職員がよりよき支援者と

なるよう努めていきます。 

難しいことでも、失敗をおそ   困りごとや不安がある時は、先 

れないで挑戦する        生や学校にいる大人に相談する 

（※昨年は質問無し） 

授業で週 3 日以上、タブレット 調べ学習で週 3 日以上、タブレッ 

PC 等の ICT 機器を活用した   ト PC 等の ICT 機器を活用した 

（※昨年は質問無し） 

 

 

 

授業で、タブレット PC を有効に活用

してきた成果が表れています。   

今後も子どもたち自身が様々な情報

にアクセスしながら、主体的に情報を

選択する力を伸ばします。また、一人

ひとりの学習の進捗状況を把握しなが

ら、きめ細やかな指導を進めていきま

す。 

資料や文章を使い、自分の   話し合いを通して、考えを 

考えを工夫して伝えている   深めたり広げたりしている 

 

（※昨年は質問無し） 

 

 

 

本校の研究テーマ「自ら学び、考え合

う子どもの育成をめざして～根拠をもっ

て、思いや考えを書く力を育てる～」の

実現に向けた授業づくりの成果が、子ど

もたちの学びの資質・能力の向上につな

がっています。今後も書くことや話し合

いの学習を進め、子どもたちの学びを豊

かなものにしていきます。 



<今後に向けて、課題と思われる事項について> 
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自分にはよいところがある 

携帯電話やスマートフォン、コンピ

ューターの使い方について、指導をし

ているところです。子どもたちをネッ

トトラブルから守るとともに、基本的

生活習慣の定着についても、ご家庭と

協力して取り組んでいきたいと思いま

す。 携帯電話、スマホやコンピューター  平日１日当たり３時間以上 

の使い方では、お家の人との約束を  ゲームをする 

守っている 

自己肯定感に対する肯定的回答の割

合が減っています。今後子どもたちの

成功体験とともに、教職員からの肯定

的な言葉がけをさらに増やしていきま

す。また、自己肯定感を高める取組み

や、授業づくりについても研究を進め

ていきます。 

ご家庭でもお子様のよさを見つけ、

言葉にして伝えてあげてください。 

理科の勉強は好き      理科の授業の内容は 

よくわかる 
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学力テストの結果はおおむね良好な

結果ではありましたが、子どもたちの

理科の学習に対する情意面において課

題が見られました。 

授業では、見通しを持った予想の後

に実験や観察を行い、結果の検証を問

題解決的に進めていくことで、児童の

主体性を育てていきます。 



４．成果と課題を踏まえた今後の取組みについて 

【国 語】 

・ 朝の学習や宿題、自主学習などを通して反復を行い、漢字の定着を行います。 

・ 相手の意見を聞き、つながりを意識しながら自分の考えを話すことができる、よりよい

話し合いの学習場面を多く設けていきます。 

・ 自分の考えや意見の根拠を示し、相手に伝わるように書く力をつけていきます。 

・ 朝の学習時間を有効に使い、児童が初めて読む文章から問題を解く練習を行うことで、

内容の読み取りの力を伸ばします。 

 

【算 数】 

・ 朝の学習や宿題、自主学習などを通して反復を行い、計算力をつけていきます。 

・ 答えだけを求めるのではなく、答えに至るまでの式や図の意味を話し合う場面を多く取

り入れ、結果までの思考過程を大切にしながら、確かな意味理解ができるようにします。 

・ 生活の中で活用できる場面を意識的に取り上げ、応用力や活用力を伸ばします。 

 

【理 科】 

・ 問題に対して見通しを持った予想を立て、観察、実験の結果を基にして考察できる力を

つけていきます。 

・ グラフなどの資料の読み取りを必要とする場面を、意図的に設けていきます。 

・ 児童が主体的に関わり、話し合いを通して新たな知識を得ることに喜びを感じられるよ

う、授業改善を進めます。 

 

【教職員の授業力向上】 

 今年度は「自ら学び、考え合う子どもの育成をめざして～ 

根拠をもって、思いや考えを書く力を育てる～」というテー 

マのもと、有識者を講師に招き、教職員の授業力向上に努め 

ています。日々の授業を大切にするとともに、校内研究授業 

を行い、全教職員で子どもたちの書く力の向上をめざしてい 

ます。また、子どもたち一人ひとりが自分の意見を持ち、自 

信をもって友だち同士で伝え合うことができる場面を設けて 

いきます。 

 

【ICT の活用】 

 今回の全国学力・学習状況調査では、無解答率がどの教科も 

低く、良好な結果でした。これまで、タブレット PC をはじめ、 

ICT 機器の活用を進めてきた成果が表れています。朝の学習や 

宿題等で、タブレットドリルを用いた漢字や計算の反復ととも 

に、理科や社会科についても言語活動の充実に取り組んできま 

した。算数においても、プログラミングに関する問題の正答率 

は全国の正答率を大幅に上回りました。今後も子どもたち一人 

ひとりの学習の状況を的確に把握し、個人の習熟度に応じて 

ICT 機器を有効に活用することに努めていきます。 



５．保護者・児童のみなさんへ 

 

 

 

 

 

 

 

 【児童のみなさんへ】 

 

日頃、西小学校の６年生として下級生をリードしてくれているみなさん、児

童質問紙では「友達と協力するのは楽しい」「人の役に立つ人間になりたいと

思う」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ」と答えていた人が

たくさんいました。このような心を抱いて、日々の生活を送ることは何よりも

大切なことです。 

これからも人とのつながりを大切にし、自分の周りの人の気持ちを思いやる

ことができる人に成長していってください。 

また、人には自分にしかないすてきなところが必ずあります。先生たちもあ

なたたちのすてきなところを見つけ、励ましていきますので、みなさんも自分

自身の良さを見つける努力をしていきましょう。たとえ「今は見つからない

よ。」という人がいても、これから必ず見つけることができますよ。 

授業中は落ち着いた態度で、まずはしっかりと自分自身の考えを持ち、友だ

ちと意見交流しながら考えを深めることができています。どの教科において

も、そのような学習を積み重ねてきた成果が、今回の全国学力学習状況調査に

も良い結果として表れていました。児童質問紙での回答も「学級の友達との話

し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」

の項目は、全国の小学６年生よりも高い結果でした。 

今後も、友達と協力し合いながら新しい発見や考えを見つることに喜びを感

じられるよう、学習を進めていってくださいね。 

 

【保護者のみなさんへ】 

 

児童質問紙からは、家庭での基本的な生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）

をしっかりつけていただいていることがよく分かりました。また、「家で学校

からの課題で分からないことがある時は、そのまま放っておくのではなく、お

家の人に尋ねたり友達や先生に聞いたりする。」という回答も多く、家庭での

学習をしっかり進めていただいている様子も分かりました。 

学校では、子どもたちに「思いやりの心」と「自己肯定感」を育てる一環と

して、感謝の思いを持って「あいさつ」ができる子どもの育成に努めています。

また、自己肯定感を高めるためには、私たち大人が一人ひとりの子どもが持つ

良さを見出し、その良さを褒めて伸ばしていくことが大切です。 

今後もぜひ、「あいさつの大切さ」と「お子さまのきらりと光る良さ」をお

話していただき、子どもたちの成長を豊かなものにしていただきますよう、ど

うぞよろしくお願いいたします。 


